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高齢化社会を迎えて問題となる皮膚疾患の対処と予防
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平均余命は昭和22年の男性50.06歳，女性53.96歳に対して平成22年には男性79.64歳，女性86.39歳と大幅に伸
びている（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life10/01.html）。一方で人口動態総覧を基にすると，出生率（人
口1000人あたりの出生数）は昭和22年の34.3から平成29年には7.6まで低下し，自然増減率（人口1000人あたりの
自然増数）では19.7から−3.2へと人口の減少を示している（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei17/
dl/05_h2–2.pdf）。その結果，急速な高齢化が進み，消費者の大きな割合を占める団塊の世代が65歳を超えて前期高齢
者となり，加齢にともなう皮膚の老化，健康不安などが企業にとっても大きなターゲットとなってきている。医療の
立場からは高齢化と医療の発展にともなう医療費の高騰と，医療費を支える世代の減少による費用負担の見直しが重
要なテーマとなっている。そのような中で，皮膚科臨床医の視点から，高齢化により問題となってきている疾患の対
処と予防について述べる。
皮膚の老化の最も大きな要因は紫外線であり，必ずしも加齢による老化ではないため「光老化」という言葉が使わ
れるようになっている。光老化によって生じる変化としては，シミや皺，皮膚がんなどがある。シミには，症状に合
わせてレーザーやトラネキサム酸内服，美白剤の外用などを行い，皺に対してはレーザーやボツリヌストキシンによ
る注射，「乾燥による小じわを目立たなくする」化粧品の外用など，程度や患者の希望により様々な選択肢が増えてき
ている。皮膚がんでは，日光角化症のように光老化で生じるものと，脂腺母斑に生じる二次腫瘍のように平均余命が
長くなることで生じるものがある。日光角化症には近年イミキモドが承認され，外用で治療が可能となっているが，
紫外線防御が最大の予防となり，脂腺母斑は二次腫瘍が出る前に切除することで予防できる。サンスクリーン剤での
皮膚がんの予防や切除すべき疾患の啓発などは，学校保健活動などでの地道な活動が必要な領域と考えている。 
また，担癌患者への対応も今後の課題である。抗 EGFR抗体（チロシンキナーゼ阻害剤）のような分子標的薬や抗

PD1抗体をはじめとする免疫チェックポイント阻害剤によって，悪性腫瘍の予後は改善してきている。一方で，これ
らの薬剤の副作用が問題となり，痤瘡様皮疹や爪囲炎，手足症候群，色素沈着，脱毛など皮膚に関するものも多く，
また日常生活に差し支えるため皮膚の副作用で投与中断や中止となる場合もある。美しく安心に老後を過ごすために
は，癌と共存し，また癌治療によって生じる皮膚症状を受け入れられる程度にとどめ，quality of life の高い生活に導
くことが必要で，香粧品の範囲でのスキンケアもサポートのために必要な一つの項目になる。独居老人や介護施設で
過ごす老人も増えていて，手の届かない部位へのセルフケアの工夫や，寝たきり老人への褥瘡予防や爪切りなどのス
キンケアなども有用である。
香粧品は，美しいものをより美しくすることに加え，高齢者が快適な生活を送るための疾患の予防，治療補助と
いった分野で重要な役割を担うことができる。更なる発展を期待したい。


